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三次元設計CADと解析ソフトを活用した建築専門分野横断型教育の試行

1 .緒言

建築の工学的側面(構造、材料施工、環境工学など)

を総合的に理解するためには、実物の建物を分解し、

各種実験により解析することが望ましい。教育におけ

るリパースエンジニアリングの活用である。しかし、

現実的には建物を分解することは不可能で、あり、実物

を対象とした各種実験には多大な手間を要する。そこ

で、実在する既存の著名建築をデ‘ジタノレ化し、デジタ

ノレモデノレの分解やモデ、ノレを対象とした各種解析の実施

により、実物を対象としたリパースエンジニアリング

と同様な効果があると考え、建築教育への導入を進め

ている。いわば、バーチヤノレなリパースエンジニアリ

ングである。本報では、昨年度までの取り組みである

構法、構造の2つの観点に加えて、光 ・熱環境を切り

口に建物の角卒中斤を行った試行授業について報告する。

環境工学は建物の平面 ・断面計画に大きな影響を及ぼ

す。特に室内の自然光 ・熱環境は、開口部の大きさや

配置、庇のデザインに密接に関係し、ひいては建物消

費エネルギーの大小に結びつく。省エネノレギー問題を

建築設計教育で扱うため、今回追加するに至った。

授業の具体的な進め方を以下に示す(図 1)。実在す

る建物の図面と実物をもとに BIMに対応した CAD

(三次元設計CAD)に建物モデルを入力する。三次元

設計CADへのモデルデータの入力プロセスは建物を

建設する行為に類似しているとし、う特徴を持つことか

ら、この入力の過程で建物を構成する部材の相互関係

(構法)を学ぶ。さらにこのモデノレを対象に、構造解

析および自然光照度解析・熱負荷計算を実施し、構造・

環境の側面から建物を理解する。三次元設計CADに

モデル入力

環境解析モデル(光・ 熱・影}

図1BIMを活用したバーチャル・リパ スエンジニアリング

より入力したモデノレは建物の形状情報に加えて部材ー特
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性情報を含んでおり、このモデノレを対象に各種解析を

実施することができる。

2.試行授業の位置づけ

BIMの活用事例としてここで紹介する演習授業「デ

ザイン ・シミュ レーション」では、従来、著名建築物

の三次元CADへの入力を通じて、建物の成り立ちへ

の理解を深めることを目的として授業を展開してきた。

しかし、従来の三次元CADは形状しか扱えないため、

建築の工学的側面まで踏み込んで理解することは困難

であり、建築形態のプレゼ、ンテーションが主な目的と

なりがちで、あった。そこで、 2007年度から三次元設計

CAD及び構造解析ソフ トを、さらに 2009年度には、

環境解析ソフトを導入した。

3. 2009年度試行の概要

2009年度は3課題を用意し(表 1)、その作業過程

で、各種ツー/レ(画像処理、情報共有ウェブ、三次元設

計CAD、構造・環境解析)の操作法とその実践的応用

(建築物の構成やしくみの理解 ・表現、構造解析によ

る力学的状態の把握・表現、環境解析による室内の光・

熱環境の把握 ・表現)を段階的に学んだ。なお、 2009

度の登録者数は46名であった。

表 1 2009年度試行授業の課題

第一課題 画像処理ツールを使ったフフンク・ロイド・フイト展のポ

(個人課題) スター制作

第二課題 ニ次π設計 CADを使った教会の空間的・構造的成り
(個人課題) 立ちの理解・表現

空間アレンジグループ

第三課題
BIMモデルの編集による教会の治改築の提案

光・熱環境の解析による増改築案の評価
(チーム諜題)

-構造アレンジグループ

教会の構造解析と変更案の提案

4.第二課題の概要と実施経過

5回の授業 (1回2時間)で実在する RC3階建ての

教会を三次元設計 CADへ入力する自作チュートリア

ノレに従い、 学生たちは段階的に建物を入力しながら三

次元設計 CADの基本操作方法及び教会の空間イメー

ジや建物の構成やしくみを学んだ。また、乱喧開始時

に配付した教会の実施設計図(意匠20枚、構造6枚)

から詳細な部材寸法や素材などを読み取りながら、受

講者たちは入力作業を進めた。最終提出物は、教会の

「空間イメージJや「構成やしくみJを伝えるプレゼ






